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統計の眼�
梅
産
地
の
基
盤
を
支
え
る
地
場
産
業
の
形
成

　

和
歌
山
県
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
古

く
か
ら
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

現
在
で
は
梅
の
主
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
全

国
の
梅
生
産
の
過
半
を
占
め
て
い
る
が
、
と

り
わ
け
田
辺
市
周
辺
と
隣
接
す
る
南
部
郷
は

和
歌
山
県
を
代
表
す
る
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

梅
の
主
産
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
梅
に
関

連
す
る
加
工
業
者
や
卸
業
者
、
観
光
業
も
発

達
し
、
梅
の
生
産
か
ら
加
工
・
流
通
、
消
費

に
至
る
地
場
産
業
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
も

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

同
地
に
お
い
て
梅
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
、
南
高
梅
と
い
う
梅
干
し
に
適
し
た

品
種
が
あ
っ
た
こ
と
、
み
か
ん
危
機
に
伴
う

価
格
の
暴
落
や
水
田
転
作
で
転
換
が
進
ん
だ

こ
と
な
ど
の
要
因
が
あ
る
。
同
時
に
地
域
の

特
産
物
と
し
て
振
興
を
は
か
り
、
地
場
産
業

と
し
て
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
、
他

県
の
追
随
を
許
さ
な
い
大
き
な
要
因
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

紀
州
梅
の
産
地
で
あ
る
和
歌
山
県
南
部
地

区
、
田
辺
市
に
は
約
二
五
〇
ほ
ど
の
梅
干
し

二
次
加
工
業
者
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
二

次
加
工
業
者
は
、
梅
の
製
品
開
発
や
需
要
創

造
に
取
組
み
、
紀
州
梅
の
消
費
拡
大
と
地
域

の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
昭
和
五
〇

年
代
に
、
一
次
加
工
の
梅
干
し
（
白
干
し
梅
）

を
加
工
し
た
か
つ
お
梅
な
ど
の
調
理
梅
が
発

売
さ
れ
、
飛
躍
的
に
需
要
を
伸
ば
し
た
。
こ

れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
梅
栽
培
も
大
き
く
拡

大
し
、
地
域
の
基
幹
産
業
を
形
成
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。

　

二
次
加
工
業
者
と
し
て
は
、
地
域
の
小
さ

な
加
工
場
や
家
内
工
業
か
ら
発
展
し
、
商
店

や
有
限
会
社
、
株
式
会
社
な
ど
様
々
な
事
業

体
が
共
存
し
、
少
量
多
品
種
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
体
制
も
整
備
さ
れ
た
。
二
次
加
工
業

者
の
組
織
す
る
、
紀
州
田
辺
梅
干
協
同
組
合

や
南
部
梅
干
協
同
組
合
、
地
域
の
梅
振
興
協

議
会
な
ど
も
組
織
さ
れ
、
行
政
も
熱
心
に
支

援
し
て
い
る
。
梅
の
需
要
創
造
に
は
、
こ
う

し
た
地
場
産
業
組
織
に
よ
る
製
品
開
発
や
販

売
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
生
産
振

興
と
も
結
び
つ
い
て
、
現
在
の
紀
州
梅
の
地
位

を
確
立
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。（
鴻
巣　

正
）

　�　�

　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�


